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Ⅰ GISの発展と日本におけるGIS教育
地理情報システム (GIS：Geographic Information System) の歴史は, 1950年代
に始まり, 誕生まもないコンピュータを使って防空システム (アメリカ空軍) や









ところで, GISの定義に関して国土地理院は, ｢地理情報システム (GIS：Geo-
graphic Information System) は, 地理的位置を手がかりに, 位置に関する情報を
持ったデータ (空間データ) を総合的に管理・加工し, 視覚的に表示し, 高度な
分析や迅速な判断を可能にする技術である (http://www.gsi.go.jp/REPORT/GIS-ISO





瞬時に割り出し迅速に対応できる｡ 東京ガスでは, TUMSY (Total Utility


















持ち, GPS (Global Positioning System) と連動した車両位置の捕捉と表示シス
テムを実用化している｡ 最短ルート, 最短巡回ルート検索システムは顧客データ
ベースと連動することで用途が広がり, タクシー会社や運輸会社で導入が進んで
いる｡ 要するにGISを使えば ｢地図と地図に連動したデータベースを使って, こ
れらを管理し, 表示と加工と分析をすることができる｣ ということである｡
政府は1995年の阪神大震災以後, GISに関して本格的な取組を始め国土空間デー
タ基盤の整備に取り組んでいる｡ 2000年10月の ｢地理情報システム (GIS) 関係
省庁連絡会議申し合わせ｣ のなかで, ｢地理情報システム (GIS) は, 行政, 企
業活動, 国民生活の幅広い分野に大きな変革をもたらす21世紀の高度情報化社会
の情報基盤であるとの認識にたち, 政府は, 本会議の枠組みのもと, その整備・
普及を推進してきた｡ 今般, ｢日本新生プラン｣ の重要課題として ｢IT革命の推











成, 地域の検索, 空間的演算 (特定の地理的事物からの近さや, 地図どうしの重
ね合わせ) といった地図処理に関する作業は, すべてGISによって可能であるか
ら (中谷, 2000) というのが大きな動機付けになっていたのであろう｡ 地理学だ
けでなく地図や図面類を使用する多くの分野でGIS教育の必要性に関する議論が
おこった｡ しかし, 当時, アメリカでは百十以上の大学でGIS教育が行われてい
たにもかかわらず, 日本では一桁の数でしかなく, しかも実習を伴わない講義が
含まれていた (久保, 1993)｡ この時期, 日本でGIS教育を始めていた地理学科
は, 立正大学, 奈良大学, 日本大学などであった (鈴木, 1993, 2002, 碓井・酒




地理学教室 (矢野ほか, 2002) などが, もっとも活動的にGIS教育を展開してい
る代表的な例といえる｡
地理情報システム学会が発足したのは, 1991年のことであるが, 会員の所属は
地理学の他に建築学, 土木学, 都市, 環境学, 農学, 地球科学, 考古学など非常
に多岐にわたっており, この当時から現在までGISの牽引役は地理学以外の分野
にあったというべきかもしれない｡ なお現在, 地理情報システム学会に設置され
たSpecial Interest Groupは, 空間IT分科会, 森林計画, 医療福祉環境分科会, ビ
ジネスGIS, 自治体, モバイルGIS・ナビゲーション, 土地利用・地価, 農政経
済GIS分科会, 防災GIS, 用語・教育, マルチメディアGISなどであり多彩な分野
でGISが期待されている現状がわかる｡ そして, GISの社会的ニーズが急増する
にしたがって, 地理学の分野でも実証的な研究でGISを利用する研究者が急速に





トセンシング (Remote Sensing of Environment)｣ (開講年は87年) を, 1996年に
｢地理情報システム (Introduction to Geographic Information System)｣ (開講年は
99年) を設置した｡ また, これにあわせて関連科目を整備したが, 地理学科 (専
攻) で ｢リモートセンシング｣ という科目名をあげてリモートセンシング (RS)
教育を始めた最も早い例であろう｡ RSを開講した際かかげた教育目的は, ｢地理｣
の中でRS活用するための能力を養い, 実務で使えるようにするというものであっ
た (長谷川, 1996, 2000)｡ GISを開講した際にも, ｢卒論をまとめる際に, GIS
をツールとして使いこなせるような学生を育てたい｣ という主旨で講義をスター







文学部では教育, 考古学などは関わりが深い｡ 教育分野では, 環境学習や総合的
学習でGISを使った教育計画や実践例が多数提示されているし (太田, 2001, 井





























検討の結果, RSソフトに関しては ｢OM-SAT；沢瀉電子 (株)｣, GISソフトに
関しては ｢Geo Ring国士舘 Edition；開発：(株) NCM, 販売：(株) 内外地図｣
を選択し, 当方の要望を反映させた仕様にした｡ 後者に関しては, 事実上世界標




用できるよう, メーカーに協力を要請し実現した｡ これによって, 卒論でGISソ
フトを使用する学生が増えるという効果があった｡
現在のところ, 一部の大学をのぞいてRS, GIS教育の多くは, いまだに設備の
制約から少人数で行う形式か, PCを使って画像合成や解析の手順などを示す演
示型の形式かの何れかの講義が多いと思われる｡ 演示型の教育は, 学生からみる
と面白くない｡ 大学の講義は, 教師から学生へと一方的になりがちだが, CAIシ



















て統計地図を作成する (図１)｡ これらの作業と並行して, ProAtlas, GEOAtlas,
ゼンリン電子地図帳, カシミールやナビンユー, 数値地図など市販品やフリーウェ
アの地図ソフトのデモもおこなう (図２)｡ また, ソフトメーカーから提供され
た, 世田谷区の地震時火災延焼シミュレーションなどを説明する｡ その後, GIS
の理論的な説明を, 実際にソフトを動かしながら解説してゆく｡ これらとは別に,






















る範囲の土地利用図を出力する｡ 一連の作業で, 地図のデジタル化, レイヤーの
























の土地利用調査を実施する｡ この結果から, ID, 建物番号, 屋号や名称, 業種,
各階の利用状況などの属性データベースを作成し, 利用状況を階層ごとのベクター




画立案型実習をおこなっている (図５, ６)｡ 前述のように, 学生が自宅のPCで
作業できるよう工夫もしているが, 実習時間は不足している｡
2003年度から始まる半期制カリキュラムでは, 現在のカリキュラムを見直し,
GIS教育システムを組み直す予定である｡ このカリキュラムでは, 現行の ｢地理
情報システム｣ を ｢地理情報システム｣ と ｢地理情報システム応用｣ に分け履修
学年も下げ, 三年生が終わる段階でRSやGIS関連の科目を一通り学び終え, 卒論




































































































なう計画である｡ その理由は, 地形図, 土地利用図の分析だけでは抽出できない

























タを利用した｡ また, 陸域の景観の復元には, 1960年代以降に撮影された空中写














































































にしたワークショップ｣ を2001年から始めた｡ 2001年は ｢私たちの町を宇宙から
見る｣, 2002年は ｢社会科教員のためのGIS入門｣ と題し, 環境問題や社会的な









野口 (2002) によれば, ジオグラフィック・アライアンス (Geographic
Alliance) は各州の大学地理学科がホスト役となり, 現地の小中高大地理関係者
間の連携や初等・中等教育での教材開発, カリキュラム改革, 教員育成ワークショッ
プ, 講演, 夏の研修, フィールドトリップなどの活動を目的とし, 1986年にカリ









へ進学した学生の約半分は ｢環境｣ に強い関心を持つようになっている｡ また,
地理に進学した学生は基本的に“地図”が好きである｡ さらに, 現在三, 四年生
に向けの選択科目として設置されているRS (“環境”好きな学生を意識して英文
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